
群馬工業高等専門学校　2008 年度シラバス　8705920064KK/20090708

( 科目コード：8705920064KK)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】高分子化学 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・4 年次
【担当教員】

米山 賢

【授業目標・教育方針】
高分子の基礎的な構造、合成方法について学び、高分子に対する理解を深める。

【授業概要】
高分子の歴史と基本的な構造を概観し、高分子の合成方法について、逐次重合、連鎖重合、そして、開環重合につい
て詳細に学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
指定なし
参考書：基礎化学コース「高分子化学Ⅰ」：中條善樹：丸善

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
液晶プロジェクターを用いて授業を進める。その内容については、プリントとして配布する。

【メッセージ】
基本的な内容・原理は、授業時間内に理解することが重要である。覚える必要のある項目は、その後何度も繰り返し
記憶していくことがことが望ましい。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，その他：20％

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力

【授業計画】（授業名：高分子化学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 授業ガイダンス、高分子の定義
と歴史

授業の説明、基礎的な解説

2 高分子の基礎Ⅰ 高分子の構造、働く力
3 高分子の基礎Ⅱ 分子量、分類
4 重縮合Ⅰ モノマーの反応性と等モル性、分子量分布
5 重縮合Ⅱ 重合方法、エンジニアリングプラスチック
6 重付加 成形加工方法、付加反応、ポリウレタンとポリウレア

合成
7 付加縮合 ホルムアルデヒド系樹脂、エポキシ樹脂
8 中間試験 前回までの内容について
9 中間試験解説、ラジカル重合Ⅰ 4 つの素反応、速度論
10 ラジカル重合Ⅱ 重合度、重合方法
11 ラジカル共重合 共重合の種類、共重合組成、Ｑ－ｅスキーム
12 イオン重合、アニオン重合

連鎖重合、イオン重合の特徴、アニオン重合の素反
応、リビング重合

13 カチオン重合 素反応
14 開環重合Ⅰ モノマーの重合性、環状エーテル類の開環重合
15 開環重合Ⅱ ラクタムやラクトンの開環重合、異性化重合
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